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【禁忌・禁止】 
再使用禁止 

 
【形状・構造及び原理等】 

〈形状・構造〉 

本品は、臓器又は組織へのアクセスによって検査又は治療を可能にす

るための器具であり、それ自身が開創機能を持つ筒状のものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 

① アウターリング 

② インナーリング 

③ シース 
 

製品番号ごとのサイズ、切開創の大きさは下表のとおり。 

タイプ 製品番号 サイズ 切開創の大きさ 

リジットアウ

ターリング 
HR000 XS/M 2.5-7cm 

HR001 S/S 2.5-8cm 

HR004 S/M 2.5-8cm 

HR005 M/L 5-13cm 

フレキシブ

ルアウター

リング 

HR100 XS/M 2.5-7cm 

HR101 S/S 2.5-8cm 

HR104 S/M 2.5-8cm 

HR105 M/L 5-13cm 

 

〈原材料〉 

No. 名称 原材料名 

③ シース ポリウレタンポリエステル 

 

〈原理〉 

本品はアウターリング及びインナーリングに筒状のシースを取付けたも

ので、アウターリングを内側に回してシースを巻き取るとインナーリングと

の距離が近くなり、最終的には二つのリングで筋層及び皮膚を挟むこと

となる。巻き取られたシースが創縁部と直接的に接し、両リングの張力に

よって創部の開口状態が維持される。また、シースは創縁部と接してい

るので、筋層及び皮膚の創縁部保護が行える。 

 

【使用目的又は効果】 

〈使用目的〉 

創部等を拡げて保持するために用いること（組織等の分離を行うものを

除く。） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【使用方法等】 

1. 切開部位のマーキング 

(1) 滅菌済みのスキンマーカー（本申請には含まれない）を使用して、

適切な長さの切開線をマークする。 

 

 

2. 皮膚切開 

(1) マークされた切開線に沿って切開する。 

 

 

3. インナーリングの識別 

(1) 直径の小さい方のリングまたは光沢の無いつや消しのリングをつか

む。 
 

4. インナーリングの挿入 

*(1) 切開部を通して識別したインナーリングを希望する組織の間に配置

する。 

 

 
5. 本品の導入 

(1) 10 時と 2 時の位置でアウターリングをつかむ。適切な開創が得られ

るまで、内側または外側に回転する。 
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6. 本品の取り外し 
(1) 必要に応じて、アウターリングを巻き戻して緩める。 

 

(2) インナーリングをつかみ、インナーリングを引き上げて切開部から取

り外す。 

 

 

【使用上の注意】 

〈重要な基本的注意〉 

(1) 鋭利な器具をシースに接触させないこと［損傷のおそれがある］。 
 

〈不具合・有害事象〉 

本品の使用に際して、以下の不具合・有害事象が発生する可能性が

ある。ただし、これらの例に限定されるものではない。 
(1) 重大な不具合 

 本品の破損 
 

(2) 重大な有害事象 

 感染症、敗血症 
 腹膜炎 

 出血 

 血腫、血清腫、漿液腫 

 組織・臓器の損傷 (発赤、水泡、皮膚組織の剥離等) 

 ポリウレタン等樹脂に対するアレルギー反応 

 

【保管方法及び有効期間等】 

〈保管方法〉 

・ 水濡れ、高温多湿及び直射日光を避けて保管すること。 

・ 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所を避けて保管するこ

と。 

〈有効期間〉 

本品の包装に記載されている「有効期間」までに使用すること［自

己認証（当社データ）による］。 

 

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

〈製造販売業者〉 

Applied Medical Japan株式会社 
 電話番号：03-4496-5500 
 
〈設計を行う外国製造業者〉 

アプライド メディカル リソーサズ社 (米国) 
 Applied Medical Resources Corporation  

 


